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　抄録：ぷ如ρ㌧10coccμ∫ψ‘∂εr沈∫4’ぶは通常，爽膜はなく，slimeを産生しない菌とされている。

　我々は，5．ερ‘4θrη∠4‘5の産生するelastaseを採取するためにBrain　heart　infusion　agarにDialysis

membrane　technique（DMT）を用いて培養したところ，多量のslimeを産生することを見いだした。そ

こで，ブドウ球菌属の12菌種12株と口腔より分離したぷ．θρ∠4θr〃2i4‘∫10株をDMT培養したところ，5．

εガ4．r励4‘∫とS．エ〆05蹴がslimeを産生した。しかし，爽膜形成はいずれの株においても見られなか

った。

　3．ε〆4θr〃ε∫4∠∫のslime産生は5～10％炭酸ガス濃度に依存し，好気，嫌気培養では，菌の発育が十

分であるにもかかわらず認められなかった。さらにTrypticase　soy　agar，1％gcucose加Trypticase　soy

agar，　Mannitol　salt　agarなどの培地を用いたDMT培養ではslime産生が見られず，　Brain　heart　infusion

や肉エキスを多く含む培地においてslime産生が認められた。

　8．ε力在r励∂∠5のslime中にはDNAが6．1％（W／W），蛋白6．3％（W／W）そして糖が約10％（W／W）

含まれていた。また，粘度測定の結果，硫酸プロタミソ処理後に著明な粘度の低下が見られることから，

DNAがslimeの粘性に関与する物質であることが示唆された。

　0．8％Agaro3e　gel　electrophoresisで5．エyZo5μ5，5．　co』‘∠，ぷ．ぷ砂ro〃々’‘鋤5そしてぷ．ぷ6㌦r‘に

DNAが検出された。また，　Sodium　dodecyl　sulfate－polyacrylamide　gel　electrophoresisの結果では，

3．εガ4εr〃z滅∫のslime中には通常の液体培養では見られない分子量24，000～24，500の糖蛋白が多量に

見られ，DNA以外の物質も相互に関連して粘性を増強しているものと推察された。

Key　word8：S如μッZoωc6μsθ1り‘4θr励4‘s，　slime　production，　viscosity，　D　N　A，　glycoprotein

緒 言

　ぷ紘ρ々10coccμ56クゴ4〃彿∠4‘5などのCoagu－

lase－negative　staphylococci（C－NS）は元

来，病原性のない菌であると考えられて来た。

最近，日和見感染の病原として認識されるとと

もに，尿路感染症1’2），心内膜炎3）などの患老か

ら分離され，さらに高カロリー輸液時の静脈内

留置カテールリの使用や心臓人工弁の使用5），脳

脊髄液シャント6）などの体内留置医療器具の使

用に伴って起こるC－NS感染症が報告され，

問題となっている。

　また，Christensenら？）は脈管内カテーテル

使用時に，　8．ερ泌θr〃2‘読5が原因と思われる
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菌血症の症例から，slimeを産生する5．εが4ε一

物i4i5を高率に分離し，　slime産生によってひ

き起こされる医療器具平滑面への付着（adhe・

rence）は，8．εク∠4εr励4‘5感染症の成立に

おいて重要な因子であると報告している。

　我々は5．ερゴ4ετ斑直5の病原性を検討する

上で，3．θρ‘4θr〃2硫Sの産生するエラスチン

分解酵素（elatase）に注目し研究を進めて来た

が8），このelastaseは通常行われる液体培地や

寒天平板培地を用いての培養では得られず，

Murphyら”1°）が報告したDialysis　membr－

ane　technique（DMT）培養でのみ分離する

ことが可能であった。また，この方法で3．θρi・

4θr励読∫を培養すると多量のslimeが産生さ

れることが観察された。我々は，このslimeは

Christensenら7）が報告したものと同様に，5．

ερ泌εr痂読S感染時の医療器具の平滑面に対す

るadherence　factorではないかと考え，5．

ερぼθmぼisからslimeを分離し，粘性の本

体を明らかにすることを目的として，検討を加

えたので報告する。

材料と方法

（1）使　用　菌　株

　供試菌株の中でCN－Sは5．ヱyJo∫μ5　ATCC

29971，5．co吻ηATCC　29974，5．ψi4θr一

励直∫ATCC　14990，8．加θ勿oZyzゴα∫ATCC

29970，8．τραアηεグ乞ATCC　27836，5．∫伽μ1・

αη∫ATCC　27848，3．5αクroρんy〃cμ5　ATCC

15305，　S．50㌦rゴATCC　29062，5．　Zθ尻μ∫

ATCC　29070，8．　cα♪捌5　ATCC　27840の10株

とヒトロ腔内より分離した8．θク似εr禰万s10

株合計20株である。

　また，Coagulase－positive　staphylococci

（C＿pS）は8．醐τεμ∫ATCC　25923，　S．伽元μs

ATCC　11249の2株である。

②　使用培地と培養方法

　培地はBrain　heart　infusion　agar，　broth

（BHI　agar，　broth；ニッスイ，BBL），　Trypti・

case　soy　agar，　broth　（TS　agar，　broth；

BBL），　Mannitol　salt　agar（MS　agar；ニッ
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スィ），Nutrient　agar（NA），　Heart　infusion

agar（HI　agar；ニッスイ）を用いた。

　培養はMurphyら9’1°）のDialysis　Inembra－

ne　technique（DMT）に従った。使用した培

地はBHI　agar，　TS　agar，1％91ucose加

TS　agar（TSG　agar），　NA，　MS　agar，　HI

agarである。これらを121°C，15分間，高圧

滅菌し，60mlを滅菌1号角シャーレ（栄研）に

入れ，かためた。そして，高圧滅菌（121°C，15

分間）処理したDialysis　membraneスペクト

ラポア3　（Spectrum）を培地上に敷き，コソ

ラージ棒で十分拡げ，培地と膜の間に気泡が入

らない様にした。つぎにBHI　brothで37°C，

18時間培養した菌液0．1m1（1×109ケ／ml）

をDialysis　membrane上に接種し，37°Cで

48時間，5％，10％炭酸ガス濃度で，炭酸ガス

培養器IC－200（サクラ精機i）を使用し，培

養した。また，嫌気培養はGas　Pak（BBL）

法で行った。

（3）slime産生と爽膜の確認方法

　DMT培養におけるslime産生の確認は，培

地上に発育したコロニーを白金耳でとり2cm

以上糸を引いたものを陽性とした（図1Σ，

　また，液体培養におけるslime産生はChriste・

nsenら7）の方法で確認した。すなわち，0．25％

（W／W）濃度にglucoseを含んだTS　broth

とglucoseを含まないTS　broth　5．Omlの入

った小試鹸管（ガラス製）に菌を1白金耳接種

し，37°C，20時間培養後，菌液をピペットで取

り除いた試験管に0．1％（W／W）Trypan　blue

液を約5ml入れ，60秒間おいて，ガラス管壁に

付着した物質が青く濃染されたものを陽性とし

た。

　爽膜の確認はDuguidll）のwet－film　India

ink法を用い，スライドグラス上で菌液と市販

の墨汁を混和して，カバーグラスを圧着した後，

鏡検（1，250倍）した。そして菌体の周囲に透明

な層（halo）が見られた場合，莱膜陽性と判定

した。

（4）slimeの分離と分画

　8．θρ∠4θr〃2ゴ4i∫ATCC　14990をDMTで
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．

養における5．ε〆4εr’πf山5のslime産生

培養（plate数10枚）後，　plate　1枚あたり2

mlの0．05M　Tris－HC1（pH　7，0）緩衝液で菌体

および菌体外物質を集め．10，000rpm，4°C，

30分川遠心分離し，菌体とヒ清に分けた。上清

約10mlをミリホアフィノしター（0．45μm）で濾

過後（Crude　fraction），硫酸フロタミン30mg

を加え，4°Cに2時間放置した。これを3．000

rpm，15分間遠心分離して，沈澱物に溶媒飽和

フェノール2．Omlと0．05M　Tris－HCI（pH7．0）

緩衝液1．Omlとを混和し核酸を抽出した（Fr．

1）。また，遠心上清に10％トリクロル酢酸

（TCA）5．Omlを加え、生じた沈澱物を0．01N

NaOH　O，5mlに溶解して，0、1N酢酸で中和後，

0．05M　Tris－HCI（pH　7．0）緩衝液1，000ml

に16時・問透析し、凍結乾燥Ill｜IIとした（Fr．　n）。

TCA上清は蒸溜水1，000mlに透析後，10mlに

減圧濃縮し、9596エタノール30mlを加え，沈澱

物を回収した（Fr．　nD。蛋白は’卜ll［L清アルブミ

ン（BSA；Amour）を標準物質としてLowry－

Folin法12）で定量した。糖の定lll：は91ucoseを

標準物質としてフェノール硫酸法13）で行った。

DNAの定量はジフェニルアミン法，　RNAの

定量はMeijbaum法14）で行った。また，その他

のC－NSおよびC－PSも1司様にDMT培握
後，分画した。

（5）Staphylococciの産メ1三するslimeおよび

　菌体外物質の粘度測定方1」：

i）試　　　　　料

　試料はDMT培養LたStaphylococciの産
生するslime（Crude　fraction）および菌体外

物質と　5．ε♪〆4εr斑4～sのslimeをフロタミ

ン処理後，遠心分離した上清を用いた。

ii）毛細管による測定方法

　内径9mmのガラス管を図2の様に加L：した。

リザーバー部分に測定する試料1．Oml入れ，・ド

（下）

「一㎞「／印

L＿＿＿＿」

　　りの

＿L
　〔上）

「
　　　　　　　　　　　　　　　　リザーパー部，
図2　粘度測定に使用する毛細管，リザーパー

　　部分に1．Omlの試料を入れ，下端から最

　　初の一滴が落下した時から，試料が最終

　　的に20cm目盛りまで来た時までの時間
　　を計測する。
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表1　VISCONIC　ELDの各回転数に
　　おける換算乗数

回転数N
（rpm）

0．5 1．0 2．5 5．0 10 20 50

Kn 12．00 6．00 2．40 1．2 0．6 0．3 0．12

粘度（cP）＝θxKn（θ：回転数Nにおける指度，

Kn：換算乗数）

端から最初の一滴が落ちた時点から試料が最後

に20cm目盛に到達した時点までの時間を計測

した。毛細管は測定後，1NNaOHと1NHCl
をそれぞれ3mlずつ流し，蒸溜水で良く洗浄後，

濾紙で水分を取り使用した。なお，測定温度は

27°Cで行った。

iii）粘度計による測定方法

　測定に使用した粘度測定装置は，コーン・プ

レート式のVISCONIC　ELD粘度計（東京計

器）と外部循環式恒温槽VISCOMATE　VM－

150（東機産業）からなり，Sample　cup内に試

料1．Omlを入れ，標準コーン（1°34’の円錐ロ

ー ター）を定速回転させて，指度目盛読取値から

粘度を算出した。すなわち，cP一θ×Kn（cP：粘

度，θ：指度目盛，Kn：回転数Nに関する定数）

の式を用いた15）（表1）。

（6）0．8％Agarose　gel電気泳動によるSta・

　phylococciの産生するslime中のDNAの
　確認

　支持体はSea　Kem　HGT　agarose（Marine

colloids）を用い，0．04M　Tris一酢酸，0．02M

酢酸ナトリウム，0．02M　EDTA（pH　7．8）緩

衝液で0．8％（W／W）濃度に加熱溶解した。泳

動槽は電気泳動装置KS－8420（マリソル）を

用い，試料はDMT培養したStaphylococciの

Crude　fraction　20μ1（DNA量として0．5μg～

50μ9）を，50V，10mA，10時間泳動した。また，

分子量マーカーはDNA－molecular　weight

marker〔皿〕（Boehringer　Mannheim）とλ

phage　DNA（ニッポンジーン）を用いた。電気

泳動後，ゲルはEthidium　bromide（0．5μ9／ml）

液で染色し，　トラソスイルミネーターTM－36

（フナコシ）で検出した。
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（7）Sodium　dodecyl　sulfate－polyacrylami・

　de　gel電気泳動分析（SDS－PAGE）

　DMT　培養における　slimeの　SDS－P

AGE用試料はCrude　fraction　O．5mlと

Sample　buffer（Na2且PO　4：1．029，　NaH2

PO　4：0．349，　SDS：1．09，　2－Mercapto－

ethanol：1．Oml，　Bromcresol　green（BCG）

dye：0．0015　g，Urea：369を100mlの蒸留水

に溶かしたもの）1．Omlとを混和し，100°C，10

分間加熱して調製した。また，液体培養におけ

る菌体外物質の試料は，BHI　broth透析培地

5．Om1で，37°C，48時間，菌を培養し，培養液

の遠心上清（3，000rpm，15分間遠心分離）を0．5

mlにCONCENTRATOR（トミー精工）で濃
縮し，Sample　buffer　1．Omlと混和し，100°C，

10分間加熱して調製した。泳動用緩衝液はWe・

berら’6）のリン酸緩衝液を用い，ゲルの濃度は

10％，泳動槽はDISC電気泳動装置CD－12

F（Toyo），泳動用カラムは内径7mm，長さ

120mmのガラス管を用いた。電源はオートマ

チック定電流定電圧装置PAV－200（常光）を

用いた。通電はカラム1本あたり5mAとし，

試料中に含まれるBCGがカラム上端から8

cm移動した時　（8時間）に停止した。電気泳

動後，ゲルは，10％TCA溶液で16時間固定し

た。蛋白の染色はCoomassie　brilliant　blue

（CBB）R－250で，糖蛋白はZachariusら17）

のPAS染色法で染色した。これらのゲルは

DENSITRON　PAN－802　（常光）　を用い

て，フィルター波長540nm，試料速度50mm／

分，記録紙速度100mm／分，0．　D．　range　1．0

で測定した。また，分子量はSDS－molecular

weight　marker　VI（Sigma）の標準蛋白質の

移動距離から算出した。

結 果

（1）5．εクi4εrηz‘4i5のDMT培養でのslime

　産生条件

　DMT培養における8．εが4θr励4‘∫のslime

産生は5～10％の炭酸ガスを必要とし，好気培

養，嫌気培養では菌の発育が十分であるにもか
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表2　8．εガ4θr痂4∠5のslime産生と培地および培養条件との関係
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BHII：（BBL），　BHI2：（ニッスイ），　TS3：（gluco3e無添加），　TSG4：（1％glucose添加）

表3　BHI　agarを用いたDMTおよびTS
　　　broth培養におけるslime産生と爽膜

表4　DMT培養における8．εヵi4εγ7痂4‘5の

　　　slimeの収量と蛋白質，糖，核酸の含量

菌　　種　　名

ぷ．ぼツZo5μ5

ぷ．coみη元

5．εガ4εグ励読s

ぷ．加ε仇oZツ彦‘cμ5

5．ωαrηθr：

ぷ．αμrθμs

ぷ．s仇％zαη5

3．乃ツ‘cμ∫

ぷ．5αクroρんy’i6μぷ

3．∬㌦r‘

5．zθη施5

5．6ψπ：s

DMT TS　broth

slime　爽膜　slime　爽膜

分画恩冒葱，日（糖mg）㌫器

十

十

一　　　土b

土

土

ぽ土

一

Crude－Fr．　98＊

Fr．1　　　18

Fr．0　　　　9

Fr．皿　　　13

1．3

4．5

0．3

2
1
⊥
5

1
1
⊥
7

5．8　　1．2

0．05

0．05

土　　　一

土

土

一　　　十

土a：微量産生で判定が困難であったもの。

土b：haloが不明瞭で判定不能。

＊：DMT培養プレート10枚から回収した10mlを
　　凍結乾燥したもの。

一
：測定せず。

表5　Staphylococciの産生するslimeおよび
　　　菌体外物質の粘度測定

　　　　　　　　毛細管法
菌　　種　　名　　落下時間
　　　　　　　　　（秒／ml）

E型粘度計
粘　　　度
　（cP）＊

かわらずslimeは産生されなかった。さらに

培地のちがいによってその産生に差があり，

BHI　agar，　H　I　agar，　NAなど動物組織浸出

液を含む培地ではslime産生が見られたが，こ

れを含まないTSG　agar，　TS　agarでは認

められなかった。このことは8．θが4εr痂読5

のslime産生がglucose依存性ではないこと

を示している。さらにブドウ球菌の選択培地と

して広く用いられているMS　agarにおいては

肉エキスが0．1％（W／W）含まれているにもか

かわらずslimeは産生されなかった（表2）。

（2）培地，培養条件のちがいによるslime産生

　と爽膜の有無

　slime産生はBHI　agarを使用したDMT
培養で，8．θクぼετ痂万5と8．卿105μ5が陽性

であった。また，口腔内より分離した8．ε力・

δ．二τパosμ3

ぷ．coんπ力

5．θμ4θア勿‘4ゴs

5．肋ε勿oらzicμ3

ぷ．τびαrπθが

3．αμrθμs

5．3仇砲／αη5

ぷ．㌧‘‘μ5

3．s砲roρん）ノ彦∠cμs

s．sc㌦r‘

5．zε川μ5

3．6ψ垣s

54．0

47．2

101．2

40．6

38．2

35．6

36．4

37．2

36．8

36．2

54．8

37．0

28．3

20．4

42．1

13．5

15．5

15．0

13．3

13．4

14．0

17．0

29．0

16．9

＊：コーンの回転数：20rpm，温度120°Cで測定。

4θr〃2ゴ4is　10株全てが，　slime産生陽性であっ

た（表3）。一方，Christensenら7）の方法で

slime産生を検討したところ8．θρ‘4θr痂4is，

8・αμrεμ5，S．5αρroρ勧τ牝俗そして5．5c辺だ

がTrypan　blue液で微弱に染色されたが，判

定が困難であった。
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図3　staphylococciのslimeおよび菌体外物質中に含まれるDNAの0．8％
　　　Agaro。c　ge｜電気泳動分析

　NI；Daho：l　Marlミcr，λ：λphage番号はド記の1埼種の菌体外物質を示す。

1．s＿疋v／（ノ∫z〆∫

2．　5．ピひノ」〃～’

3．5．‘・μ‘～‘・ヂη’i∠「i∫

4．3／1α‘’〃～‘，ハ1〃（－z‘s

5．S．τc‘〃・〃‘つ・～

6．　8．αZ〆”‘ノ↓’∫

7．　5．∫↓〃～z’～α’25

8．5．ノリII（－z‘∫

9．　5．∫α／・グθノ・1τぎτ～‘’～’s

10．3．∫‘’～z〃ゴ

11．3．～‘・〃’z’5

12．　ぶ．ピα♪～～～∫

　Duguidll‘のwet－film　India　ink法を川い

て．DMTおよびTS　broth培養での；K膜を観

察したが．DMT培養ではいずれの菌株も英膜

は見られなかった。　’方，TS　broth培養では

glucoseの有無にかかわらずS．Zεη九∫が爽膜

陽性であり，5．ユ・y1θsぼ，5功α6〃20ZyZ～c俗は

haloが不明瞭で判定不能であった（表3）。

（：1）S．ε♪‘ゴer〃7↓4↓∫のslimeに含まれる物質

　S．ερ14εrノ加4〆5から分離した　slimeの収

㍑と蛋白，核酸，糖の含川1を表4に示す。この

slime　Il！には蛋1’16．300↓W／W），　DNA　6．1°o

（W．1W）．糖は約1006（W／W）含ま，1していた。

表6　3．‘’力‘Z‘・〃，～i∂～5のCrude　fradkmと

　　　フロタミン処理後の遠心上清の粘1皇測定

　　測定方法

分　　Illll

毛細管法
（sec／ml）

E型粘度計
　（cP）＊

Crude　fraction

遠心1：清
2
∠
U

－
よ
」0
3

1

1
3

2
2
」

λ
「
－

＊，標準コーン（1°34’）を使用，

　20rPln，20°Cで測定した。

コーンの回転数：
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（4）粘度測定の結果

　毛細管および粘度計を用いた粘度測定の結果

（表5），8．θρ‘4θr〃ロ4i∫のslimeが最も高

い値を示し，続いてS．1ε励μ5，5．四10s螂，

8．60加“の順であった。さらに，8．θρゴ4εr・

痂4‘5のCrude　fractionに硫酸プロタミンを

加えた後の遠心上清の粘度が42．1cPから13．3

cPに低下した。このことはslimeの粘性の中

心的物質がDNAであることを示している（表
6）。

（5）0．8％Agarose　gel電気泳動によるslime

　中のDNAの確認

　0．8％Agarose　gel電気泳動分析において

8．U103μ5，　5．60ん顕，　8．5ψroρん頭螂，

8．56㌦〃にDNAが認められたが，その他の

菌種には認められず，ぷ．θρξ4θr痂砺5が高分

子のDNAを最も多量に含んでいた。また，　S．

∫6WがのDNAは大部分が低分子であった（図
3）。

（6）slimeのSDS－PAGEとデンシトメトリー

　5．ερi4εr初∠4∠5のslimeのSDS－PAGEに

おける泳動パターンとデンシトメトリーを図

4，5に示す。図4はDMT培養のslimeでa

はPAS染色，　bはCBBR－250で染色したも

のである。染色したゲルの中央部に特徴的な糖

蛋白のバンドが見られ，SDS－molecular　we－

ight　marker　VIに含まれる各蛋白質の移動距

離から分子量を算出したところこの物質の分子

量は24，000～24，500daltonであった。また，

この物質はPAS陽性物質中の59％であった。

図5はBHI　broth透析培地で培養したもの

で，DMT培養のそれと比較すると全く異った

パターンを示し，分子量24，000～24，500の糖蛋

白は痕跡程度しか認められなかった。さらにこ

の糖蛋白は8．θ力4ετ〃婬直∫のほか，8．1εη拓5

にも認められた。

考 察

　ある種の細菌が培養条件の変化，すなわち栄

養物質，酸素，pHあるいは特異的な発育阻害因

岩医大歯誌　9：168－178，1984

子の存在下で形態的変化が生じることは以前か

ら知られており，肺炎球菌などの爽膜形成がそ

の菌の毒力と因果関係が強いといわれている。

　ブドウ球菌属の中で化膿性疾患の原因菌であ

る8．αμτεμ∫はcoagulase，　protease，　enter－

otoxin，　exofoliative　toxin，α一toxin，　DNase

などの菌体外活性物質を多量に産生し18），これ

らの毒素や酵素がS．αμrθμ5の病原性の本質で

あると考えられている。しかしながらC－NS

は上記の毒素や酵素は産生しないが，phospha・

tase，　urease，　gelatinase，　caseinase，　colla－

genase，　hemolysinなどの菌体外活性物質を産

生することが知られており，これらはvirule－

nce　factorと呼ぼれ，　C－NSの病原性と関係

が深いといわれている19）。また，C－NSの中

で爽膜を有し，slimeを産生する菌種は，マク

ロファージや多核白血球などの貧食細胞に抵抗

することなどから，菌の侵襲性が強いことが知

られている2°’21）。

　今回，我々が使用したぷ．θρぼεr励乏S

ATCC　14990はChristensenら7）の報告して

いる5．θク‘4θr旭4‘5RP－12とちがい，爽膜

は形成しない。さらに，0．25％91ucose加TS

brothでのslime産生も微量であった。しか

し，DMT培養でのslime産生はi著明であり，

使用した菌株中で最も粘度が高かった。この現

象は，DMT培養という特殊な条件が5．εカぼθ’

ア〃Z硫3の一般的な性質を変化させるために起

こるものと考えられる。すなわち，透析膜を介

しての水分，栄養分の吸収，5～10％炭酸ガス

濃度などの条件が気道粘膜や毛包内での環境と

類似しているため8．■ρ厄ετ批万5が本来の

iηη劫oでの形質を発現し，slimeや菌体外活性

物質を産生するものではないかと推測される。

このことからも，DMTにおける培養がi”⑫o

のS．θρゴ4ε物ぼ砧の生息状態を表わしている

と仮定するならばC－NS，　C－PSのvirulence

factorを検討する場合，通常の液体培養で

はなく，BHI　agarやHI　agarを用いての

DMT培養を行えぽ，今まで知られていない

virulence　factorを見つけ出すことができる
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かも知れない。

　口腔内より分離した8．ε力4θτ励万510株の

全てにDMT培養でshme産生が見られたこと

から，8．θ力4ετ編直∫の大部分はこの様な環

境下でslimeを産生するものと考えられ，　Chris・

tensen　ら7）が報告した爽膜産生株という特別

な菌株でなくとも，同じ様に付着する能力をも

つのではないかと推察される。

　一般に細菌が平滑面や宿主細胞へ結合する機

構は，受身的な吸着と積極的な付着に分類され

ている。この付着機構の中で多糖類，糖蛋白，

レクチン様蛋白質，フィプロネクチンに対する

レセプターなどが重要な物質とされている22’23’

24）。今回，我々はDMT培養したC－NSのい

くつかにDNAを含むものを認めるとともに，

8．εク掘εr〃zぼ‘∫のslime中のDNAが粘性に

関与していることを見い出したが，DNAが付

着機構に関与しているという報告は未だない。

さらにslimeのSDS－PAGEでの所見で，糖

蛋白の含量が極めて多くなることから，双方

の特異的，非特異的な相互作用と，さらに菌体

表面の物質を含めて強力な粘着力が生ずるもの

と考えられる。今後はC－NSのDMT培養に

おけるvirulence　factorの変化を検討すると

ともに，slime中に含まれる特異的あるいは非

特異的な相互作用のメカニズムを調べる予定で

ある。

結 論
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1．BHI　agarを用いたDMT培養で5．
ε♪己θτ〃ziゐ∫が大量のslimeを産生するこ

　とが観察された。また，C－NS，　C－PSの中

　で5．θ力4θr㌦万5とS．Ulo5μ∫がslime産

生陽性であった。

2．8．砂i4θr〃2∠4‘sのslime産生は5～10

％炭酸ガスを必要とし，好気，嫌気状態での

産生は見られなかった。また，使用した培地

　の種類によりslimeを産生するもの，しない

　ものが見られ，glucoseよりも，動物組織浸

　出液を多く含む培地で産生が認められた。

3．DMT培養したS．εが4εr批4i∫のslime

中には液体培養では見られないDNAと分子

　量24，000～24，500の糖蛋白が特徴的に見ら

れ，DNAを除去すると粘度が著しく低下す

　ることから，これらの構成々分が相互に関連

　して粘性を増大させるものと考えられる。

4．8．εヵぼθτ加直∫の爽膜が見られない株で

　もDMT培養のような発育条件の下でslime

　を産生することは仇τ初oでの8．幼湿¢r・

硫万5の生息状態を表わしているのではな

いかと推察された。

　Ab8tract：5zαヵみメococcμ5θが4■r〃η4：s　has　been　thought　to　produce　neither　slime　nor　capsule，

1）ut　we　found　that　the　organisms　produced　a　large　amount　of　s】ime　when　utilizing　the　dialysis

membrane　technique（DMT）applied　for　elastase　purification．

　Each　Type　strain　of　12　staphy】ococcal　species　and　ten　of　isolates　of　3．θρ‘4θr物‘4is　from　oral

cavities　were　used　for　the　examination　of　slime　production．　The　strains　that　produced　slime　by　the

DMT，　wereぷ．エ〆05μs　and　aU　ofぷ．φ4θr〃z硫3，　but　no　capsule　was　formed．　Also　5．θガ4εr7π硫5

produced　no　slime　either　in　aerobic　conditions　or　in　anaerobic，　although　the　organisms　grew　well．

Slime　production　was　observed　in　the　medium　which　included　brain　heart　infusion　or　beef　extract，

but　it　was　not　observed　in　a　medium　such　as　trypticase　soy　agar，　trypticase　soy　agar　with　1％

glucose　or　mannitol　salt　agar．　The　slime　contained　6．1％（W／W）deoxyribonucleic　acid，6．3％

（W／W）protein　and　10％（W／W）carbohydrate．　The　viscosity　of　the　slime　decreased　remarkably

after　protamine　sulfate　was　added　for　DNA　elimination．　As　a　result　of　sodium　dodecyl　sulfate－

polyacrylamide　gel　electrophoresis，　glycoprotein　was　found　in　the　slime　of　5．θμ4θr励4‘s．　The

molecular　weight　was　between　24，000　and　24，500　daltons．

　From　these　result　we　infer　that　the　viscous　phenomenon　was　due　to　a　relationship　between　nucleic

acid　and　glycoProtein．
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